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水
道
事
業
が
現
状
の
ま
ま
な

ら
、
今
後
”
年
で
年
間
収
益
は

１０
億

円

（
約

７

％
）
減

る

一

方
、
浄
水
場
な
ど
の
設
備
更
新

に
約
８
０
０
億
円
は
か
か
る
と

県
は
試
算
。
運
営
を
民
間
に
委

ね
る
と
、
総
額
２
５
０
億
円
を
・

経
費
削
減
で
き
る
と
み
る
。
一
一

と
こ
ろ
が
、
法
改
正
の
国
会

審
議
で
は
、
水
道
料
金
の
高
騰

や
水
質
悪
化
な
ど
海
外
の
失
敗

例
が
指
摘
さ
れ
た
。
反
対
派
の

住
民
ら
が
■
月
に
開
い
た
学
習

会
で
は
ヽ
社
民
党
の
福
島
瑞
穂

参
院
議
員
ら
が
出
席
ず
地
元
の

生
活
協
同
組
合
の
高
野
恵
美
子

・さ
ん
が

一
民
間
活
用
の
リ
ス
ク

を
具
体
的
に
説
明
一し
て
ほ
し

い
」
と
求
め
た
。

「２０
年
も
運

営
を
任
せ
て
、
県
に
チ
ェ
リ
ク

で
き
る
力
が
残
る
の
か
」
と
の

指
摘
も
出
た
。

今
月
５
日
に
は
、
知
事
を
支

え
る
県
議
会
与
党
で
あ
る
自
民

党
会
派
の
勉
強
会
で
も
不
安
の

声
が
上
が
つ
た
。
コ
ン
セ
ツ
シ

ョ
ン
の
対
象
地
域
の
人
口
は
約

１
８
９
万
人
、
県
全
体
の
８
割

に
上
る
。
一県
は
２
０
２
■
年
春

に
事
業
者
の
募
集
を
始
め

ヽ
、

２２

年
の
事
業
開
始
を
目
指
す
が
、

住
民
の
不
安
を
払
拭
で
き
る
か

が
焦
点
だ
。

一
方
、
下
水
道
の
コ
ン
セ
ツ

シ

ョ
ン
で
先
行
し
た
浜
松
市
で

は
、
昨
年
４
月
か
ら
フ
ラ
ン
ス

の
ヴ

ェ
オ
リ
ア
社
や
日
本
企
業

が
構
成
す
る
特
別
目
的
会
社
が

運
営
。
９
月
の
市
議
会
で
寺
田

賢
次

一
水
道
事
業
及
び
下
水
道

事
業
管
理
者
は
Ｌ
こ
れ
ま
で
外

注
し
て
い
た
設
備
の
点
検
や
修

繕
を

八
運
営
会
社
が
）
自
前
で

や
る
よ
う
に
な

っ
た
た
め
、
費

用
が
４
割
削
減
で
き
た
」
と
し

て
、
昨
年
度
決
算

で
１
億
６
６

０
０
万
円
の
純
利
益
を
計
上
し
，

た
と
説
明
し
た
´

鈴
木
康
友
市
長
は
、
法
改
正

直
後
に
上
水
道
に
も
拡
大
す
る

構
え
だ

っ
た
が
、
４
月
の
市
長

選

で
４
選
後

も
動

い

て
い
な

い

。
選
挙

前

に
会

見

で

「
国

民
ヽ
市
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る

ま
で
延
期
す
る
」
と
表
明
。
反

対
意
見
が
根
強
い
こ
と
を
踏
ま

え
た
対
応
と
み
ら
れ
る
。

人
口
減
や
節
水
で
水
の
使
用

量
が
減
る

一
方
（
老
朽
化
し
た

水
道
管
や
浄
水
場
の
更
新
費
用

は
か
さ
む
。
全
国
の
自
治
体
が

抱
え
る
悩
み
は
共
通
す
る
。
．政

府
は
昨
年
の
法
改
正
で
、
水
道

施
設
の
所
有
権
を
自
治
体
が
持

っ
た

ま

ま
，

運
一営
権

を
長
期

間
、
民
間
に
売
却
す
る

「
コ
ン

セ
ツ
シ

ョ
ン
方
式
」
を
．導
入
で

き
る
よ
う
に
し
た
。
こ
れ
に
踏

み
出
し
・た
の
が
富
城
県
だ
。

Ｌ
仙
台
空
港
は

（同
じ

コ
ン

セ
ッ
シ

ョ
ン
で
）
官
と
民
が
ウ

イ
ン
ウ

ィ
ン
に
な

っ
た
例

。

八
水
道
で
も
）
こ
の
モ
デ
ル
が

で
き
た
ら
、
全
国
に
波
及
し
て

い
く
の
で
は
な
い
か

，
一
一
一

肝
財

議‐‐‐井
薪
喘
抑
藤
“
馴
＝
紗
守

県
内
に
あ
る
上
水

・
工
業
用
水

・
下
水
道
の
九

つ
の
事
業
の
運

購蒻
墓
れ誘
鷲ぎ
麻

日
に
条
例
案
を
議
会
に
提
出
ヽ

審
議
中
だ
。上
水
・工
業
鷺
水
道

で
は
全
国
初
の

・
試
み
と
な
る
‐。

る
こ

■
一
７

一

私
た
ち
が
生
き
て
い
く
う
え
で
欠
か
せ
な
い

「水
」
を
ど
う
守

っ
て
い
く

の
か
―
―
。
自
治
体
に
水
道
の

「民
営
化
｝
や

「
効
率
化
｝
を
促
す
改
正
水

道
法
が
成
立
し
て
１
年
一
富
城
県
を
先
頭
に
民
営
化
に
踏
み
出
す
自
治
体
が
．

現
ｉ‐れ

た
。
根
強
い
不
安
な
岬
鮮
じ
、
安
定
し
た
経
営
基
盤
を

，
ぐ
れ
る
の

か
↓
全
国
で
試
行
錯
誤
が
続
く
。

宮城t民1営化先1行 不安の声も
｀

鯖聾翼聾整肇

蟷鼈難難諄鐘最:劇
羞

広域‐化で打露1図‐る自治体

香
川
、全
県
で
料
金
統

一
へ

―

タ

ー

水
道
は
基
本
的
に
は
市
町
村

の
仕
事
。
民
営
化
に
踏
み
込
ま

ず
と
も
、
周
囲
の
自
治
体
が
ま

と
ま

っ
て
取
り
組
む
広
域
化
で

打
開
を
図
る
自
治
体
も
増
え
て

い
る
。
全
県
レ
ベ
ル
に
広
げ
た

の
は
香
川
県
。
瀬
戸
内
海
に
面

し
て
雨
が
少
な
く
、
毎
年
の
よ

う
に
水
不
足
に
悩
み
ヽ
一四
国
山

脈
の
向
こ
う
側
の
高
知
県
を
流

れ
る
吉
野
川
か
ら
引

っ
張

っ
て

き
た
香
川
用
水
が
水
源
だ
。

１
９
７
４
年
に
通
水
し
て
以

降
も
２
年
に
１
度
は
取
水
制
限

が
あ
る
厳
し
い
状
況
を
改
善
し

た
い
と
の
思
い
か
ら
、
ほ
ぼ
県

全
域
を
カ
バ
ー
す
る
企
業
団
を

つ
く

つ
た
。
昨
年
４
月
か
ら
運

営
を
始
め
た
が
、
課
題
は
市
町

ご
と
に
ば
ら

つ
き
の
あ
る
料
金

だ
。
例
え
ば
、
９
月
現
在
、
高
松

市

（
２０
立
方
暦
月
額
あ
た
り
２

９
１
６
円
）
と
琴
平
町

（同
４

３
２
４
円
）
で
は
ヽ
１
４
０
０

円
以
上
の
差
が
あ

っ
た
。
役
場

に
直
接
支
払
う
な
ど
納
め
方
も

バ
ラ
バ
ラ
だ

っ
た
た
め
、
「
コ
ン

ビ

ニ
支
払
い
方
式
」
を
全
域
で

可
能
に
し
た
。

１０
年
か
け
て
料

金
の
統

一
を
図
る
と
い
う
。

・
岩
手
県
で
水
道
企
業
団
の
統

合
を
主
導
し
た
総
務
省
地
方
公

営
企
業
等
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
菊
池
明
敏
氏
は

「危
機
に
あ

る
水
道
を
守
る
に
は
、
覚
悟
を

持

っ
た
公
が
動
く
ダ
ウ
ン
サ
イ

ジ
ン
グ
し
か
手
段
は
な
い
」
と

話
す
”
（山
本
逸
生

菅ヽ
沼
栄

一
郎
）


